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今号の紙面から

◇市民協働のまち
◇環境先進都市
◇子育て・保健福祉のまち
◇商業・文化芸術都市

市の将来都市像

２〜３面
計画改定などに対し、ご
意見を募集しています
都市計画マスタープラン
北部丘陵活性化計画
地域福祉計画
障がい者計画

５面
博物館の催し
「岩田ガラス―藤七・久利
の花器と茶器」展
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市
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
安
全

と
、
災
害
発
生
時
に
避
難
場
所
と

し
て
利
用
す
る
近
隣
住
民
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
、
１
９
９
７

年
度
か
ら
学
校
施
設
の
耐
震
補
強

工
事
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。
２

０
０
６
年
に
は
、
工
事
の
早
期
実

現
を
目
指
し
、
５
か
年
以
内
に
完

了
さ
せ
る
計
画
を
立
て
、
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

昨
年　

月
、
対
象
と
な
る
全
て

１１

の
市
立
小
・
中
学
校
で
工
事
が
完

了
し
、
耐
震
化
率
１
０
０
％
を
達

成
し
ま
し
た
。

工
事
の
経
過

　

１
９
９
５
～
１
９
９
９
年
度
に

か
け
て
建
築
基
準
法
に
お
け
る
新

耐
震
基
準
導
入
以
前
に
建
築
さ
れ

た
学
校
施
設
を
抽
出
し
、
そ
の
全

て
に
つ
い
て
耐
震
診
断
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
７
～

２
０
１
０
年
度
に
、
今
年
閉
校
す

る
本
町
田
中
学
校
を
除
く
小
学
校

　

校
、
中
学
校　

校
で
耐
震
補
強

３６

１４

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
猛
暑
は
、
学
校
の
各
教

室
内
の
室
温
が
高
温
に
な
る
な

ど
、
児
童
・
生
徒
の
健
康
や
授
業

へ
の
影
響
が
大
変
懸
念
さ
れ
る
状

況
で
し
た
。

　

市
で
は
児
童
・
生
徒
が
１
日
の

大
半
を
過
ご
す
、
学
校
生
活
を
快

適
な
環
境
に
整
え
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

順
次
空
調
設
備
の
設
置
を
行
い
ま

す
。

　

計
画
で
は
今
後
３
年
間
程
度
で

全
て
の
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室

に
空
調
設
備
の
整
備
を
行
い
、
１

年
を
通
し
て
快
適
な
教
育
環
境
で

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　

今
後
は
２
０
１
０
年
度
～
２
０

１
１
年
度
に
中
学
校
の
工
事
を
、

２
０
１
２
年
度
～
２
０
１
３
年
度

に
小
学
校
の
工
事
を
行
っ
て
い
く

計
画
で
す
。
２
０
１
１
年
度
の
中

学
校
の
工
事
は
、
二
学
期
始
業
か

ら
使
用
可
能
に
な
る
よ
う
に
、
夏

休
み
明
け
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
予

定
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
住
ま
い
の

地
域
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
照
明
家
・
角
舘
政
英
氏

の
協
力
を
得
て
、
街
並
み
と
防
犯

に
大
き
な
影
響
の
あ
る
照
明
等
に

焦
点
を
あ
て
、
社
会
実
験
を
行
い

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地

域
の
町
内
会
等
で
組
織
さ
れ
た
実

行
委
員
会
を
主
体
に
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。

　

実
施
期
間
中
、
電
信
柱
の
防
犯

灯
の
一
部
を
消
灯
し
、
道
路
に
面

す
る
家
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
宅

地
内
の
暗
が
り
と
な
っ
て
い
る
場

所
に
あ
ん
ど
ん
等
の
あ
か
り
を
設

置
し
ま
す
。
こ
の
あ
ん
ど
ん
等
の

あ
か
り
や
室
内
を
点
灯
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
街
の
暗
が
り
を
減
ら

し
、
人
の
気
配
を
つ
く
り
、
防
犯

性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
街
並
み

が
引
き
立
ち
魅
力
的
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
い
つ
も
と
違
う
あ

か
り
に
照
ら
さ
れ
た
街
並
み
を
ご

覧
下
さ
い
。
ま
た
、
期
間
中
は
関

連
の
展
示
を
町
田
市
民
文
学
館
で

行
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
を
行
い
、
効
果
を
検
証
し

ま
す
。
実
験
結
果
は
、
街
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
報
告
し
ま
す
。

○
実
験
期
間
・
時
間　

１
月　

日
１８

（
火
）
～　

日
（
月
）
午
後
５
時

２４

～
翌
朝
（
文
学
館
で
の
パ
ネ
ル
展

示
等
は
、
午
後　

時
ま
で
）

１０

○
実
験
区
域　

市
民
文
学
館
及
び

そ
の
周
辺
（
下
図
参
照
）

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
魅
力
を
、

皆
さ
ん
で
高
め
て
い
き
ま
せ
ん

か
。

　

今
回
の
街
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
取

り
組
む
街
づ
く
り
と
し
て
、
街
の

魅
力
さ
が
し
、
魅
力
ア
ッ
プ
、
街

づ
く
り
へ
の
展
開
・
取
り
組
み
方

な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

○
日
時　

２
月　

日
（
祝
）
午
後

１１

１
時　

分
～
４
時　

分

２０

３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
内
容　

第
一
部
・
基
調
講
演

「
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、
講
師
＝

（
財
）
地
域
開
発
研
究
所
研
究
員

・
牧
瀬
稔
氏
、
第
二
部
・
社
会
実

験
報
告
「
ま
ち
だ
夢
あ
か
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
と
結
果
」

講
師
＝
照
明
家
・
角
舘
政
英
氏
、

第
三
部
・
意
見
交
換
会
「
み
ん
な

で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
」　

○
定
員　

１
２
０
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　

１
月　

日
正
午
～

１１

２
月
４
日
に
電
話
で
町
田
市
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
４
・
５
６

５
６
）
へ
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
辺辺
７
０
９

・
０
６
４
２
返
７
０
９
・
０
６
１

５

　

３
月
中
旬
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
（
セ
ブ
ン
倆
イ
レ
ブ

ン
）
で
住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登

録
証
明
書
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
証
明
書
自
動
交
付
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
に
必
要
に

な
る
、
住
基
カ
ー
ド
へ
の
暗
証
番

号
設
定
な
ど
、
利
用
登
録
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

○
受
付
開
始
日　

１
月　

日（
金
）

１４

か
ら

○
受
付
場
所　

市
民
課
及
び
各
市

民
セ
ン
タ
ー

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望

す
る
方
は
、
利
用
登
録
申
請
を
行

い
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
ご
と
（
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
）

に
数
字
４
桁
の
暗
証
番
号
を
設
定

し
て
下
さ
い
。

　

申
請
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証

な
ど
官
公
署
発
行
の
写
真
付
身
分

証
明
書
等
、
印
鑑
登
録
証
（
印
鑑

登
録
を
し
て
い
な
い
方
は
不

要
）、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住

基
カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
下
さ
い
。

住
基
カ
ー
ド
を
ま
だ
お
持
ち
で
な

い
方
は
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
も
併

せ
て
行
っ
て
下
さ
い
。

※
市
民
課
で
は
電
子
証
明
書
発
行

・
更
新
の
申
請
の
た
め
、
１
月
～

３
月
の
期
間
窓
口
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

問
市
民
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
２
３

返
７
２
４
・
１
１
８
０

施設課 　７２４・２１７４ 返７２４・１１６９施設課 　７２４・２１７４ 返７２４・１１６９

より良い学習環境を

市立小・中学校で施設整備を進めています
□問 辺

100％100％100％を
達成

市立小・中学校の
耐震化率

全
て
の
市
立
小
・
中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
を

全
て
の
市
立
小
・
中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
を

お出かけ下さい

まちだまちだまちだ夢夢あかりあかりあかり
プロジェクトプロジェクトプロジェクト

コンビニエンスストア（セブン-イレブン）コンビニエンスストア（セブン-イレブン）
での証明書自動交付サービスでの証明書自動交付サービス

利用登録が
　　始まります
利用登録が
　　始まります
利用登録が
　　始まります

１
月
14
日
か
ら

街
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

街
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

街
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

町田街道

町田市民文学館町田市民文学館 実施区域

まちだ夢あかりプロジェクト
実施区域のご案内

あんどん照明が街並みを引き立てます（イメージ図）
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　２００６年に策定された第３次町田市障がい者計画の期間終了に伴っ
て、改訂を行います。
　第４次町田市障がい者計画では、第１次から第３次計画を受け、障
がい者の生活を主題とし、市の障がい者福祉施策の方向性を示します。
　また、計画期間は、２０１１年４月から２０１６年３月の５年間とします。

　２００６年に策定された町田市地域福祉計画の計画期間が終
了するため、改訂を行います。第２次町田市地域福祉計画
では、地域課題を地域で解決する仕組みをつくり、地域の
支えあいや地域力を高めていくことを目的とします。計画
は「全体計画」と「地区における計画」で構成します。
　また、計画期間は、２０１１年４月から２０１６年３月の５年間
とします。

基本理念
《命の価値に優劣はない》
　常に命と向き合いながら、誰もが育ち、輝き、生き続けられる《町
田》であるために、「信頼」と「連携」と「法」に基づいた《すべての
市民にやすらぎの生活を保障する》新しいシステムを目指します。
○自立と自己決定の尊重　　　　　　　○地域生活の実現
○市民参加による地域福祉社会の実現　○市民の理解

分野別の課題と目標
１．学ぶことへの支援
　○学齢期の療育と教育　○放課後、夏休み対策
２．暮らすことへの支援
　○地域での「住まい」づくり　○地域での支援　○社会資源の活用
　○余暇活動への支援
３．働くこと・日中活動への支援
　○雇用への支援　○福祉的就労・日中活動の場の確保
　○職員の育成・質的向上
４．相談支援
　○多様な支援　○障がい種別にとらわれない支援
　○支援機関の連携　○相談担当者の充実
５．保健・医療
　○保健分野との連携
６．まちづくり
　○バリアフリーのまちづくり推進　○防災対策
７．理解・協働の基盤づくり
　○理解のための仕組みづくり　○協働の土台づくり

基本理念
「互いにささえあい、自分らしく、くらし続けていくことが
できるまちを目指す」
　この基本理念を実現するために、市と地域が協働して地
域課題を解決する仕組みづくりを行います。

基本目標
○基本理念を実現するための基本目標を設定します。
基本目標１　互いにささえあうまちを目指す
基本目標２　誰もがいきいきとくらせるまちを目指す
基本目標３　情報やサービスが誰にもいきわたるまちを目

指す

第２次町田市地域福祉計画の特徴
１．全体計画
○地域福祉を推進させるための市の取り組みの方向性を示
します。
○地域が主体となって計画を推進するために必要な市の施
策を示します。

２．地区における計画
○地区ごとの活動につながる計画を目指します。
○地区ごとの現状・課題・資源について整理します。　
○地区割りについては町内会・自治会の区域を基礎とした
１２地区にします。

北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘陵陵陵陵陵陵陵陵陵陵のののののののののの新新新新新新新新新新名名名名名名名名名名称称称称称称称称称称にににににににににに関関関関関関関関関関すすすすすすすすすするるるるるるるるるる意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見をををををををををを募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままま北部丘陵の新名称に関する意見を募集していますすすすすすすすすすす
～～～～～～～～～～意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見のののののののののの提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法はははははははははは、、、、、、、、、、上上上上上上上上上上記記記記記記記記記記のののののののののの案案案案案案案案案案件件件件件件件件件件名名名名名名名名名名②②②②②②②②②②をををををををををを参参参参参参参参参参照照照照照照照照照照ししししししししししてててててててててて下下下下下下下下下下ささささささささささいいいいいいいいいい～意見の提出方法は、上記の案件名②を参照して下さい～～～～～～～～～～～

　現在の「北部丘陵」は町田市の北部にある丘陵地域として、この
地域を総称する名称として使われてきましたが、「人と人が育む、美
しく、いきいきとした町田ならではの里山」という目標像をめざす
にあたり、ふさわしい名称へと変更するための検討を重ねてきまし

た。その結果、次の３案が新名称の候補となりました。
　皆さんから、下記の新名称案に関するご意見を募集しています。
今後ご意見を踏まえて検討し、新名称を決定します。

（新名称案１）
まちだ田園の 杜 

もり

   この地域が、東京や横浜の中心部から
も程近くにありながら、豊かな農や緑が
ひろがるという自然環境と地理的な特徴
を「田園」で表しています。また、地域
には寺社や城址なども多く、町田市の貴
重な歴史・文化を有する環境を「杜」と
いう言葉に込めています。

（新名称案２）
まちだ・丘陵の里

   この地域が、関東山地から町田市域を
通り三浦丘陵に至る大きな多摩丘陵の一
角にあるという地形的な特徴と、多摩地
域の原風景ともいえる貴重な里山景観を
今なお有する地域の姿を「丘陵の里」に
表しています。

（新名称案３）
まちだ・ふところの里

   多摩ニュータウンや町田市の市街地に
囲まれた中で残った、貴重な自然環境や
地形的な特徴、人々の営みの中で里山と
して育まれてきた地域の温かさ、内包し
ている魅力の潤沢さ、多様な人々を受け
入れる包容力を「ふところ」や「里」と
いう言葉で表現しています。

ご意見募集
中外

問北部丘陵整備課辺辺７２４･２１６４返７２４･３０５９

第４次町田市障がい者計画素案の概要

第２次町田市地域福祉計画素案の概要

パブリック
コメント
概　要

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
次
の
４
件
の

意
見
募
集
を
実
施
し
ま
す

パブリック
コメント
概　要

第２次町田市地域福祉計画素案
問福祉総務課辺辺７２４・２１３３返７２４・１１８７

パブリック
コメント
概　要

第４次町田市障がい者計画素案
問障がい福祉課辺辺７２４・２１３６返７２４・１１９１

ご意見等の提出方法
④第４次町田市障がい者計画素案③第２次町田市地域福祉計画素案②（仮称）町田市北部丘陵活性化計画（案）①町田市都市計画マスタープランの改定（案）案件名
障がい福祉課（市役所本庁舎２
階、〒１９４-８５２０、中町１-２０-２３、
辺辺７２４･２１３６、返７２４･１１９１、遍mcit
y710@city.machida.tokyo.jp）

福祉総務課（市役所本庁舎２階、〒
１９４-８５２０、中町１－２０－２３、辺辺７２４・
２１３３、返７２４･１１８７、遍mcity６９０@city.
machida.tokyo.jp）

北部丘陵整備課（市役所森野分庁舎
２階、〒１９４－００２２、森野１－３３－１０、
辺辺７２４･２１６４、返７２４・３０５９、遍mcity
７００@city.machida.tokyo.jp）

都市計画課（市役所中町第三庁舎１
階、〒１９４-００２１、中町１－４－２、
辺辺７０９・０５６４、返 ７０９・０５９８、遍mci
ty６８０@city.machida.tokyo.jp）

担当課

１月１１日(火)～２月４日(金)１月１１日（火）～２月１０日（木）募集期間

資料の閲覧
・配布

意見等の
提出方法
～注意事項～
○書式は自由ですが、住所・氏名・連絡先・案件名をご記入下さい。  ○電話、窓口での口頭によるご意見はお受けできません。
○ご意見への個別の回答は行いません。　 ○公序良俗に反するもの、特定の団体・個人等に対する誹謗中傷が含まれるものは無効とします。
○寄せられたご意見の概要及び市の考え方は、個人情報を除き、３月に公表する予定です。

　各計画案等の詳細は、町田市ホームページに掲載しています。また、
担当課のほか次の窓口で閲覧及び資料の配布を行っています。
配布場所…市民相談室（市役所本庁舎１階）、市政情報やまびこ（市
役所中町分庁舎１階）、市民協働推進課（町田市民フォーラム３階）、
各市民センター、玉川学園文化・木曽山崎の各センター、町田・南町

田の各駅前連絡所、各市立図書館、町田市民文学館
※このほか、①②は公園緑地課（市役所木曽庁舎１階）で、また、①
は北部丘陵整備課、②は都市計画課でも配布しています。

※それぞれの窓口で開庁日時が異なります。確認のうえおいで下さ
い。

　郵便、ファクシミリ、Ｅメール、または、担当課ほか資料を配布し
ている窓口へ直接提出して下さい。郵便の場合は配布資料に添付して

いる専用封筒（料金受取人払）をご利用いただけます。
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　いきいきとした北部丘陵地域のまちづくりのため、昨年から検討を重ねてきまし
たが、この度計画（案）がまとまりました。

改定のポイント
○「都市をつくる」視点を転換し、「成熟した都市の質を高める時代の
都市計画マスタープラン」へ
○「テーマ別まちづくり方針」の策定
○今後１０年で重点的に取り組むエリア・施策の明示
○施策実現のための仕組みの構築

将来都市像
　「環境文化を育む魅力ある質の高い生活都市」
　「自然環境都市」「商都」「住宅都市」という個性を重視し、「高質な
生活都市」としての発展をめざします。

テーマ別まちづくり方針
　将来都市像や空間構造の実現のため、次の５つのまちづくりテーマ
に着目し、施策の方向性を示します。
○にぎわいと交流を創出するまちづくり（拠点活性化）
○安全安心のまちづくり（防災・防犯）
○環境にやさしいまちづくり（環境先進都市）
○自然を活かすまちづくり（みどりとの共存）
○住みつづけたいまちづくり（住環境・コミュニティ）

重点的に取り組むエリア・施策
　まちづくりの計画的な推進を図るための「アクションエリア」と、都
市計画制度等の積極的活用のための重点的な取り組みを明示します。

施策実現のための仕組み
　「全体構想編」「地域別構想編」「実施方針編」の３部構成とし、見直
し時期を分けることで、施策の実施などに迅速に対応できる体制を整
えます。
※「地域別構想編」は、今回の改定に引き続いて改定作業に着手します。

計画の必要性
　地域の生活環境向上などの課題解消を始め、地域が持つ価値や魅力をさらに
磨き、いきいきとしたまちづくりにつなげるための明確な目標像やその実現の
ための道筋を示した計画が必要となっています。

目標像
「人と人が育む、美しく、いきいきとした　町田ならではの里山」

基本方針
○町田ならではの里山を創造する担い手を育む
○いきいきと住み続けられる環境を整える
○かけがえのない多摩丘陵の風景を将来に引き継ぐ
○資源を磨き「地域力」を発信する

４つのプロジェクトで多様な事業を展開
　４つのプロジェクトを掲げ、地域住民を始め多様な担い手とともに取り組ん
でいきます。
①担い手確保・育成プロジェクト：地域の皆さんとともに北部丘陵を担う人材
を呼び込み、育成します。

②生活・なりわい環境整備プロジェクト：地域の暮らしが豊かになるよう、交
通アクセスの改善や営農環境の改善を図ります。

③風景継承プロジェクト：重要な緑や美しい丘陵景観の保全・再生を図ります。
④地域力発信プロジェクト：北部丘陵の魅力を磨き、観光・交流を図る事業や、
情報発信をしていきます。

先行事業実施地域におけるプロジェクトの展開
　４つのプロジェクトに基づく事業は、北部丘陵の各所で実施することを想定
していますが、小山田地域及び小野路地域は、既に先行的に一部事業を実施し
ていることと、市有地を先導的に活用していくために、この２地域を先行事業
実施地域としてプロジェクトを展開していきます。

　地域や社会の動向変化を踏まえ、市の新たな将来像を明確にし、時代に
対応した計画を市民の皆さんと共有していくため、改定を行うものです。
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～
５
時
　

４５

４５

分
）。

問
福
祉
総
務
課
辺辺
７
２
４
・
２
５

３
７
、
返
７
２
４
・
１
１
８
７

（仮称）町田市北部丘陵活性化計画（案）の概要町田市都市計画マスタープランの改定（案）の概要

パブリック
コメント
概　要

（仮称）町田市北部丘陵活性化計画（案）
問北部丘陵整備課辺辺７２４・２１６４返７２４・３０５９

パブリック
コメント
概　要

町田市都市計画マスタープランの改定（案）
問都市計画課辺辺７０９・０５６４返７０９・０５９８



（4） 2011.　1.　11凡例　対対象　日日時　場会場　内内容　講講師　定定員　費費用　申申し込み　問問い合わせ

 相
原
町
に
７
月
開
設
予
定
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
介
護
老
人
福

祉
施
設
ヴ
ィ
ラ
町
田
」

入
所
者
募
集

　
定
員
は
２
０
０
人
（
全
室
個

室
）
で
、
ほ
か
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
　
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
併
設

２０
さ
れ
る
予
定
で
す
。

申
申
込
書
（
ヴ
ィ
ラ
町
田
開
設
準

備
室
〔
郵
送
可
〕
ま
た
は
高
齢
者

福
祉
課
に
有
り
、
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
直

接
（
要
電
話
予
約
）
ま
た
は
郵
送

で
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
ヴ
ィ
ラ

町
田
開
設
準
備
室
（
〒
　
們
０
２

１９４

１
１
、
相
原
町
１
３
７
５
們
１
　

 欅
 ハ
イ
ツ
Ａ
棟
１
０
４
号
、
辺辺
７

け
や
き８

３
・
０
９
０
０
）
へ
。

※
開
設
準
備
室
は
３
月
末
ま
で
の

設
置
で
す
。
４
月
以
降
は
ヴ
ィ
ラ

町
田
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
入
所
者
の
決
定
は
申
し
込
み
順

曳 映叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
50

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
50

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
50

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
50

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
50

　
お
元
気
で
新
た
な
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
　
真
光
寺
川
の
流
域
も
す
っ
か
り

冬
の
装
い
で
、
田
の
 畔
 で
は
タ
ン

あ
ぜ

ポ
ポ
の
葉
が
地
面
に
円
形
に
広
が

っ
て
（
ロ
ゼ
ッ
タ
と
呼
び
ま
す
）

冬
の
寒
さ
に
耐
え
て
い
ま
す
。
ド

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
は
無
数
の
赤
い
冬

芽
を
準
備
し
て
い
て
、
そ
れ
は
、

ま
る
で
小
さ
な
赤
い
ロ
ー
ソ
ク
を

た
く
さ
ん
 灯
 し
た
よ
う
で
す
。
何

と
も

年
か
ぶ
り
に
能
ヶ
谷
の
里
に
カ
ケ

ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
例
年
に
比
べ
て
ツ
グ

ミ
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
ツ
グ

ミ
を
狙
っ
て
ハ
イ
タ
カ
が
空
を
切

り
裂
い
て
飛
び
ま
す
。
ハ
イ
タ
カ

の
狩
り
は
追
跡
型
で
す
が
、
何
度

か
見
た
場
面
で
は
い
ず
れ
も
ツ
グ

ミ
が
逃
げ
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
新
年
早
々
や
や
こ
し
い

話
で
恐
縮
で
す
が
、
町
田
市
は
平

成
　
年
４
月
か
ら
、
会
計
方
式
を

２４
複
式
簿
記
、
発
生
主
義
会
計
方
式

に
変
更
し
ま
す
。
国
も
都
道
府
県

も
市
町
村
も
、
い
わ
ゆ
る
官
庁
の

会
計
は
、
現
金
の
支
出
、
収
入
を

記
録
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
会
計
方
式
に
は
い
く

つ
か
の
問
題
点
が
あ
り
、
た
と
え

ば
、
資
産
の
状
況
を
表
す
貸
借
対

照
表
と
収
支
計
算
書
が
連
動
し
て

い
な
い
こ
と
や
、
発
生
主
義
で
は

な
い
た
め
に
、
収
支
状
況
が
即
座

に
つ
か
め
な
い
こ
と
な
ど
で
す
。

　
東
京
都
は
す
で
に
複
式
簿
記
に

移
行
し
て
い
ま
す
。
会
社
勤
め
の

人
に
も
な
じ
み
易
く
、
わ
か
り
や

す
い
会
計
制
度
に
す
る
こ
と
で
、

税
金
の
使
い
み
ち
等
町
田
市
の
財

政
状
況
に
つ
い
て
、
よ
り
説
明
責

任
を
果
た
し
て
ゆ
く
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
時
代
で
す

か
ら
、
財
政
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
っ
と
理
解
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
こ
の
会
計
方
式

に
国
も
各
府
県
、
市
町
村
も
、
全

国
的
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
所
の
必
要

性
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
定

し
ま
す
。
入
所
判
定
は
２
月
中
旬

か
ら
行
い
ま
す
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
４

０
４
８
返
７
２
４
・
１
１
９
０

２
０
１
１
年
度
　
つ
な
が
り
ひ
ろ

が
る
地
域
支
援
事
業

補
助
金
制
度（
前
期
分
）

　
町
田
市
を
活
動
の
場
と
す
る
団

体
自
ら
が
企
画
・
実
施
す
る
、
地

域
の
課
題
解
決
を
促
進
す
る
事
業

に
対
し
て
、
事
業
費
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
市

民
協
働
推
進
課
で
配
布
）
を
ご
覧

下
さ
い
。

事
業
の
実
施
日
４
月
１
日
～
２
０

１
２
年
３
月
　
日
３１

補
助
金
額
事
業
に
必
要
な
対
象
経

費
の
４
分
の
３
（
上
限
　
万
円
）

２０

※
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
町
内
会

・
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
）
と
テ
ー

マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
市
民
活
動
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
）
が
一
緒
に

行
う
事
業
に
対
し
て
は
全
額
（
上

限
　
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

２０
募
集
期
間
１
月
　
日
～
３
月
１
日

２１

（
必
着
）

問
市
民
協
働
推
進
課
辺辺
７
２
３
・

２
８
９
１
返
７
２
３
・
２
９
４
６

農
業
体
験
農
園

　
農
業
体
験
農
園
は
、
農
家
が
開

設
・
運
営
し
て
い
る
農
園
で
す
。

栽
培
す
る
野
菜
の
選
定
、
作
付
け

計
画
は
農
園
主
（
農
家
）
が
行
い
、

野
菜
作
り
の
講
習
会
を
開
き
ま

す
。
農
園
利
用
者
は
作
付
け
か
ら

収
穫
ま
で
の
農
業
体
験
を
行
い
ま

す
。
利
用
者
が
自
由
に
好
き
な
も

の
を
作
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
店
頭
に
並
ぶ
も
の
に
負
け

な
い
野
菜
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
新
規
利
用
者
募
集
】

場
・
募
集
数
な
な
く
に
農
園
（
野

津
田
町
）
＝
　
区
画
、
つ
く
し
野

４０

フ
ァ
ー
ム
（
つ
く
し
野
）
＝
　
区
２７

画
（
１
区
画
　
㎡
、
い
ず
れ
も
抽

３０

選
）

曳

曳

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

【
２
０
１
１
年
度
追
加
利
用
者
募

集
】

場
・
募
集
数
千
都
の
杜
・
ク
レ
イ

ン
フ
ァ
ー
ム
（
能
ヶ
谷
）
＝
８
区

画
、
本
町
田
河
原
農
園
（
本
町
田
）

＝
　
区
画
、
サ
ン
フ
ィ
ー
ル
・
楽

２０
園
（
小
山
町
）
＝
　
区
画
、
森
野

１０

フ
ァ
ー
ム
・
渋
谷
（
森
野
）
＝
　１０

区
画
（
１
区
画
　
㎡
、
い
ず
れ
も

３０

抽
選
）

◇

対
自
家
用
車
を
使
わ
ず
に
農
園
ま

で
来
る
こ
と
が
で
き
る
方

利
用
期
間
４
月
～
２
０
１
２
年
３

月費
４
万
２
０
０
０
円
（
農
具
・
種

・
苗
等
は
農
園
主
が
用
意
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
・
希
望
農
園
名
、

返
信
用
に
も
あ
て
先
を
明
記
し
、

１
月
　
日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

３１

Ｊ
Ａ
町
田
市
本
店
農
業
体
験
募
集

係
（
〒
　
們
０
０
３
５
、
忠
生
３

１９４

們
７
們
２
）
へ
。

問
Ｊ
Ａ
町
田
市
本
店
ふ
れ
あ
い
課

辺辺
７
９
２
・
６
１
１
１
返
７
９
２

・
６
１
１
６
、
町
田
市
農
業
振
興

課
辺辺
７
２
４
・
２
１
６
６
返
７
２

４
・
１
１
８
６

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
を
行
う

施
工
業
者
の
方
へ

　
受
領
委
任
払
い
（
利
用
者
か
ら

１
割
分
の
支
払
い
を
受
け
、
９
割

分
を
市
に
請
求
）
の
方
法
で
住
宅

改
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
事
前
研
修
を
受
講
し
た
う
え

で
市
と
協
定
を
結
び
、
登
録
を
し

た
事
業
者
で
す
。

　
登
録
の
無
い
場
合
は
、
償
還
払

い
（
利
用
者
か
ら
全
額
の
支
払
い

を
受
け
、
利
用
者
が
市
に
保
険
対

象
の
９
割
分
を
請
求
）
の
み
可
能

で
す
。

　
事
業
者
登
録
に
必
要
と
な
る
事

前
研
修
と
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。

日
２
月
９
日
（
水
）
①
午
後
２
時

～
４
時
　
分
、
②
午
後
５
時
　
分

３０

３０

～
８
時
（
い
ず
れ
も
同
内
容
）

場
健
康
福
祉
会
館

※
参
加
は
１
事
業
所
１
人
で
す
。

※
参
加
者
数
に
よ
り
、
時
間
帯
の

調
整
を
行
い
ま
す
。

申
１
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
介
護

２８

保
険
課
（
辺辺
７
２
１
・
３
１
３
６
）

へ
。

ひ
か
り
療
育
園
福
祉
講
座

講

演

会

【
障
が
い
を
持
つ
方
の
権
利
擁
護

と
成
年
後
見
】

　
長
年
、
知
的
障
が
い
者
の
権
利

擁
護
に
取
り
組
ん
で
き
た
毎
日
新

聞
論
説
員
の
野
沢
和
弘
氏
を
講
師

に
迎
え
、
幅
広
い
実
践
か
ら
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

日
２
月
１
日
（
火
）
午
後
１
時
～

３
時

場
ひ
か
り
療
育
園

講
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
Ａ
倆
Ｊ
編
集
長
・
野

沢
和
弘
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０
申
参
加
人
数
・
代
表
者
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
示
し
、
１
月
　
日
ま

３１

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ひ
か

り
療
育
園
（
辺辺
７
９
４
・
０
７
３

０
返
７
９
４
・
０
７
７
２
）
へ
。

防
災
フ
ェ
ア

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た

め
に
は
、
日
ご
ろ
の
「
備
え
」
が

重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
各
家
庭
で
で
き
る
防

災
対
策
等
の
ご
案
内
や
、
防
災
用

品
等
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
１
月
　
日
（
月
）
～
　
日
（
水
）

１７

１９

場
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
フ
ロ

ア問
防
災
安
全
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

０
７
返
７
２
５
・
３
２
８
０
、
住

宅
課
辺辺
７
０
９
・
０
５
７
９
返
７

０
９
・
０
５
８
６
、
建
築
指
導
課

辺辺
７
０
９
・
０
５
７
７
返
７
０
９

・
０
６
１
８
、
町
田
消
防
署
辺辺
７

２
２
・
０
１
１
９
返
７
２
８
・
５

７
９
４

申し込み定　員会　場日　時会議名
事前に電話で上下水道総務課（辺辺７２０
･１８１９）へ

１０人（申し
込み順）

成瀬クリーンセンタ
ー新館会議室

１月１９日（水）午前
１０時～正午

第２回町田市下水道
ビジョン策定懇談会

事前に電話でまちづくり推進課（辺辺
７０９･０６４２）へ

５人（申し
込み順）

中町第三庁舎３階新
庁舎建設課会議室

１月１９日（水）午後
１時～３時

第３回町田市景観審
議会専門部会

事前に電話またはＦＡＸで福祉総務
課（辺辺７２４･２１３３返７２４・１１８７）へ

５人（申し
込み順）

森野分庁舎２階第二
･三会議室

１月２０日（木）午前
９時３０分～１１時３０分

第１４回町田市福祉有
償運送運営協議会

事前に電話で文化振興課（辺辺７２４･
２１８４）へ

３人（申し
込み順）

森野分庁舎２階第三
会議室

１月２１日（金）午後
６時から

第４回町田市の博物
館等の新たな在り方
構想検討委員会

事前に電話で総務課（辺辺７２４・２１０８）へ各５人（申
し込み順）

①②森野分庁舎１階
第三会議室③森野分
庁舎４階第二会議室

①１月２４日、②１月
３１日、③２月７日、
いずれも月曜日午後
１時３０分から

第２～４回町田市指
定管理者の候補者選
考及び評価委員会

１月１１日午前９時～２０日午後５時に
電話で町田市コールセンター（辺辺７２４
･５６５６）へ
問企画政策課辺辺７２４･２１０３

１０人（申し
込み順）

男女平等推進センタ
ー（町田市民フォー
ラム３階）

１月２４日（月）午後
２時～５時

第２回町田市長期計
画審議会

直接会場へ
問環境総務課辺辺７９７･７１１２

２０人（先着
順）

森野分庁舎４階第一
･二会議室

１月２４日（月）午後
２時～５時

第１９回町田市廃棄物
減量等推進審議会

１月２５日までに電話で高齢者福祉課
（辺辺７２４･２１４０）へ

５人（申し
込み順）

森野分庁舎４階第二
･三会議室

１月２６日（水）午後
２時～３時３０分

第２回町田市高齢者
虐待防止連絡協議会

　
２
０
１
０
年
　
月
　
日
、
認
定

１１

２９

農
業
者
の
認
定
書
授
与
式
が
森
野

分
庁
舎
２
階
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
認
定
農
業
者
と
は
、
市
内
農
家

の
中
で
も
特
に
意
欲
の
高
い
方
々

を
市
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。

　
今
回
の
授
与
式
で
は
、
新
規
認

定
者
２
人
を
含
む
　
人
の
方
が
認

３４

定
さ
れ
ま
し
た
。
授
与
式
で
は
、

石
阪
市
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
認

認
定
農
業
者
授
与
式

定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

燃
や
さ
な
い
で
外
　野
焼
き
は
禁
止
で
す
外

問
環
境
保
全
課

　
　
辺辺
７
２
４
・
２
７
１
１

ど
ん
ど
焼
き
な
ど
慣
習
行
事
は
例
外
で
す
。

資
源
や
ご
み
は
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
切
な
処
理
を

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

広報広聴課　７２４・２１０１　７２４・１１７１

町田市
ホームページ
町田市
ホームページ広告募集広告募集
問 辺 返

　３月１日に町田市ホームページをリニュー
アルします。
　これに伴い、トップページのほかに、目的
別に情報をまとめたセカンドページ（計６ペ
ージ）にも広告枠ができました。
　市民生活に関係の深い広告を募集しますの
で、ぜひご検討下さい。
応募資格ウェブサイトを有する事業主
掲載期間３月１日～２０１２年３月３１日
掲載サイズ・枠数渇トップページ＝縦５０ピク
セル×横１３０ピクセル、１２枠渇セカンドページ
＝縦４５ピクセル×横２００ピクセル、３０枠（５枠
×６ページ）
掲載料各３万円（１枠１か月あたり）
※申し込み等の詳細は広報広聴課へお問い合
わせ下さい。

トウネン（上）とオジロトウネン
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永
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嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永

燃
や
さ
な
い
で
外
　野
焼
き
は
禁
止
で
す
外

辺

　
ご
み
減
量
課

　
　
辺辺
７
９
７
・
０
５
３
０

資
源
や
ご
み
は
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
切
な
処
理
を

行
っ
て
下
さ
い
。

  
町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

【「
う
め
写
真
展
」
作
品
募
集
】

　
薬
師
池
公
園
の
梅
林
や
、
各
地

で
撮
影
さ
れ
た
梅
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

展
示
期
間
２
月
　
日
（
水
）
～
　

１６

２７

日
（
日
）

作
品
サ
イ
ズ
Ａ
４
、
６
つ
切
（
ワ

イ
ド
可
）

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
出
品
料
５
０
０
円
（
１
人
２
点
ま

で
）

申
１
月
　
日
午
前
　
時
か
ら
直
接

１５

１０

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
へ
。

【
秋
の
薬
師
池
公
園
作
品
展
】

ご
参
加
を

ご
参
加
を

ご
参
加
を

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
市
民
ホ
ー
ル
辺
７
２
８
・
４
３
０
０

　
　
　
　
　
　

  　

娩

h
ttp://

w
w
w.

m-

s
h
im
in-

h
a
ll

.

jp/

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

休

館

日　

第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

問

　「
わ
か
っ
て
下
さ
い
」
を
は
じ

め
、
名
曲
の
数
々
を
切
々
と
歌
い

上
げ
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

場
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

〜
ま
ん
丸
の
蒼
い
月
〜

〜
ま
ん
丸
の
蒼
い
月
〜

35ｔｈ Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ35ｔｈ Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ

ふれあい
コンサート
ふれあい
コンサート

因
幡
晃
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
０

２
月
　
日
（
土
）

１２

午
後
２
時
開
演

２
０
０
０
円

定
２
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
１
月
　
日
か
ら
電
話
で
町
田
市

１２

民
ホ
ー
ル
へ
。

　「
秋
の
薬
師
池
公
園
撮
影
会
」

の
作
品
を
は
じ
め
、
園
内
で
撮
影

さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
１
月
　
日
（
水
）
～
　
日

１９

３０

（
日
）

◇

問
文
化
振
興
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

８
４
返
７
２
４
・
４
０
４
４
、
町

田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
辺辺
７
３
６
・

８
２
８
１
返
７
３
６
・
０
８
６
８

生
誕
１
０
０
年
岡
本
太
郎
展

関
連
文
化
講
演
会

日
２
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
開

１３

演場
中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー
ル

講
東
京
国
立
近
代
美
術
館
主
任
研

究
員
・
大
谷
省
吾
氏

定
１
１
９
人
（
申
し
込
み
順
）

申
１
月
　
日
正
午
～
２
月
４
日
に

１４

電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
辺辺
７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
（
１

回
で
２
人
ま
で
申
し
込
み
可
）。

※
展
覧
会
は
、
東
京
国
立
近
代
美

術
館
で
３
月
８
日
（
火
）
～
５
月

８
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
辺辺
７
２
８
・
８
２

２
０

町
田
市
自
然
休
暇
村

川
上
村
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

　
町
田
か
ら
バ
ス
で
行
く
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
で
す
。
ス
キ
ー
教
室
（
別

途
費
用
負
担
）
も
あ
り
、
初
心
者

で
も
安
心
で
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

と
そ
の
同
行
者

日
２
月
　
日
（
土
）
午
前
８
時
～

２６

　
日
（
日
）
午
後
５
時
、
１
泊
２

２７日宿
泊
町
田
市
自
然
休
暇
村

場
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
八
ヶ
岳

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４４
※
最
少
催
行
人
員
は
　
人
で
す
。

３５

費
１
人
１
万
７
８
０
０
円
、
小
学

生
以
下
１
万
５
８
０
０
円
（
リ
フ

ト
代
、
交
通
費
、
宿
泊
費
、
１
日

目
の
夕
食
～
２
日
目
の
昼
食
代
等

を
含
む
）

申
１
月
　
日
午
前
９
時
～
　
日
に

１１

２０

電
話
で
自
然
休
暇
村
（
辺辺
０
１
２

０
・
　
・
２
８
３
８
）
へ
。
ス
キ

５５

ー
レ
ン
タ
ル
希
望
者
は
併
せ
て
申

し
込
み
を
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
問
い

合
わ
せ
は
返
０
２
６
７
・
　
・
２

９９

２
４
０
へ
。

※
２
月
　
日
以
降
の
取
り
消
し

１７

は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア

　
多
摩
地
区
　
市
町
村
の
郷
土
・

２８

歴
史
・
文
化
財
に
関
す
る
書
籍
約

１
０
０
０
点
を
展
示
販
売
し
ま

す
。
新
刊
書
籍
も
有
り
ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
１
月
　
日
（
金
）
～
　
（
日
）

２１

２３

午
前
　
時
～
午
後
７
時
（
　
日
は

１０

２３

午
後
５
時
ま
で
）

場
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
３
階
・
オ

リ
オ
ン
書
房
ノ
ル
テ
店
（
立
川
市

曙
町
）

問
生
涯
学
習
課
辺辺
７
２
４
・
２
５

５
４
返
７
２
４
・
１
１
９
９

男
女
平
等
参
画
都
市
宣
言
　
周
年

１０

記
念ま

ち
だ
男
女
平
等

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
２
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
　４５

分
～
午
後
５
時
、
６
日
（
日
）
午

前
　
時
～
午
後
４
時

１０
場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

※
詳
細
は
１
月
　
日
の
新
聞
折
り

１１

込
み
の
「
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
だ
よ
り
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
２
月
４
日
～
６
日
は
町
田
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
内
の
展
示
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
ロ
ッ
カ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
辺辺
７

２
３
・
２
９
０
８

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ぱ
お

【
①
ク
ッ
キ
ン
グ
～
肉
ま
ん
外
ピ

ザ
ま
ん
外
ヤ
ッ
タ
ー
ま
ん
外
を
作

ろ
う
外
】

対
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生
～

　
歳
の
方

１８日
１
月
　
日
（
日
）
午
後
１
時
～

２３

３
時

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１６
費
２
０
０
円

申
１
月
　
日
午
前
　
時
か
ら
直
接

１５

１０

ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

ぱ
お
（
辺辺
７
７
５
・
５
２
５
８
）

へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
問
い
合
わ
せ

は
返
７
７
５
・
５
７
０
８
へ
。

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

【
シ
リ
ー
ズ
企
画
～
ビ
オ
・
ト
ー

プ
】

対
小
学
生
以
上
の
方
（
親
子
参
加

歓
迎
）

日
１
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
　

１５

１０

２０

分
～
午
後
２
時
　
分
３０

内
恒
例
の
新
年
会
３
点
セ
ッ
ト

（
へ
っ
つ
い
で
ト
ン
汁
、 
竜
  吐
  水
 

り
ゅ
う
 ど
 す
い

の
出
初
め
式
、 櫓
 の
登
り
初
め
）

や
ぐ
ら

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
費
１
０
０
円

【
Ｍ
ｒ
．メ
ビ
タ
・
マ
ー
の
お
も
し

ろ
造
形
工
作
教
室
～
お
正
月
マ
ラ

ソ
ン
す
ご
ろ
く
】

　
お
正
月
遊
び
を
し
な
が
ら
、
走

る
す
ご
ろ
く
を
し
よ
う
外

対
小
学
生
以
上
の
方

日
１
月
　
日
（
水
）
①
午
後
３
時

１９

～
３
時
　
分
②
午
後
４
時
～
４
時

５０

　
分
５０定

各
回
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１５

◇

申
直
接
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

同
館
（
辺辺
７
１
０
・
１
４
７
５
返

７
１
０
・
１
４
７
６
）
へ
。

野
津
田
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ

山
仕
事
を
体
験
し
よ
う

　
公
園
内
の
雑
木
林
の
手
入
れ
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 萌
  芽
  更
  新
 の

ほ
う
 が
 こ
う
 し
ん

見
学
、
下
草
刈
り
等
の
山
仕
事
を

体
験
で
き
ま
す
。

対
小
学
生
以
上
の
方
（
親
子
参
加

歓
迎
）

日
１
月
　
日
（
土
）
午
前
９
時
～

２２

正
午
（
雨
天
中
止
）

場
野
津
田
公
園
内

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２０
申
電
話
で
野
津
田
公
園
（
辺辺
７
３

６
・
３
１
３
１
、
受
付
時
間
＝
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

か
し
の
木
山
自
然
公
園

野
鳥
観
察
会

　
公
園
内
で
冬
鳥
を
観
察
し
た

後
、
恩
田
川
で
カ
モ
や
カ
ワ
セ
ミ

の
観
察
を
し
ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
１
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

１６

午
後
１
時
（
小
雨
実
施
）

場
同
公
園
内
中
央
広
場

持
ち
物
筆
記
具
、
双
眼
鏡

問
同
公
園
「
森
の
家
」
辺辺
７
２
４

・
１
６
６
０

忠
生
公
園

竹
細
工
教
室

【
遊
び
道
具
や
食
器
を
作
っ
て
み

よ
う
】

対
小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
１
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

１６

正
午
（
雨
天
実
施
）

場
忠
生
公
園
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

（
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
）

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２０
申
電
話
で
忠
生
公
園
自
然
観
察
セ

ン
タ
ー（
辺辺
７
９
２
・
１
３
２
６
）

へ
。

　
ふ
れ
あ
い
落
語
初
の
二
人
会
外

出
演
立
川
志
ら
乃
、
立
川
ら
く

次
、
ラ
ヴ
ド
ラ
イ
ブ
（
漫
才
）

場
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
落
語
ス
ペ
シ
ャ
ル

ふ
れ
あ
い
落
語
ス
ペ
シ
ャ
ル

ふ
れ
あ
い
落
語
ス
ペ
シ
ャ
ル

ふ
れ
あ
い
落
語
ス
ペ
シ
ャ
ル

ふ
れ
あ
い
落
語
ス
ペ
シ
ャ
ル

３
月
５
日
（
土
）

午
後
２
時
開
演

５
０
０
円

定
２
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
１
月
　
日
か
ら
電
話
で
町
田
市

１４

民
ホ
ー
ル
へ
。

　さがまちコンソーシアム大学では学びの楽しさを伝えていきながら、暮らしに役立つ講座や社
会的な課題の解決など、身近にある話題をテーマにさまざまな講座を行います。

費　用会場／定員対象／日時講座名

３０００円
（宿泊費含む）

①相模女子大学②
相模原・町田にあ
る企業／１８人

大学生／①ライティング講座
＝２月５日（土）午前１０時～
午後５時②企業取材ツアー＝
２月９日（水）～１０日（木）
午前９時～午後５時（１泊２
日）

ライター体験講座～いい会社
の魅力を「見る／伝える」

２０００円相模女子大学／１５
人

中学生以上の方／２月１２日、
１９日、２６日、３月５日、各日
とも土曜日午後２時～３時３０
分、全４回

ダンスを通して「見つめる人
になる。見つける人になる。」

１０００円
教材費９００円玉川大学／５０人

大学生以上の方／２月１２日、
１９日、各日とも土曜日午前１０
時３０分～正午、全２回

暮らしの中のクラシック～ベ
ートーヴェン「第九」を楽し
む

１０００円玉川大学／６０人
高校生以上の方／２月１２日、
１９日、各日とも土曜日午前１０
時３０分～正午、全２回

人生を楽しく過ごすためのク
ラシック音楽講座

１０００円
桜美林大学プラネ
ット淵野辺キャン
パス／２０人

どなたでも／２月１７日（木）、
１８日（金）、各日とも午前１０時
３０分～正午、全２回

みんなで子育てしよう外～保
育の心と心の発達

２０００円
教材費１５００円

まちだ中央公民
館、多摩美術大学
（３月２９日のみ）／
１５人

大学生以上の方／３月７日
（月）、８日（火）、１５日（火）、
２９日（火）、各日とも午後２
時～４時、全４回

陶芸講座～わたし焼

５００円まちだ中央公民館
／５０人

どなたでも／３月１９日（土）
午後２時～３時３０分

あなたは「食の安全」への正
しい理解をしていますか？～
「食べたら治る」「食品添加物
は危険」ってホント？
※いずれの講座も抽選です。申し込み等の詳細は「講座案内パンフレット」（町田・相模原市内
公共施設で配布）をご覧下さい。締め切りは１月２８日まで（必着）です。
問さがまちコンソーシアム大学事務局（辺辺７４７・９０３８返７０３・８５３６娩http://www.sagamachi.jp/、
問い合わせ時間＝祝日を除く月～金曜日の午前９時～午後５時）、町田市企画政策課辺辺７２４･２１０３

さがまちコンソーシアム大学 開講みんなの「学び」を
　　　もっと身近に

　近代日本を代表するガラス
工芸作家の岩田藤七・久利親
子の作品約１１０点を、花器・茶
器・貝などのテーマごとに紹
介します。
問町田市コールセンター辺辺
７２４・５６５６、同館辺辺７２６・１５３１

「岩田ガラス―藤七・
　　　　久利の花器と茶器」展

町田市立博物館 開催中開催中

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

会期３月６日（日）まで
時間午前９時～午後４時３０
分
休館日月曜日
※１月１１日は休館します。

立川らく次

岩田藤七「水指」１９７５年
町田市立博物館蔵

岩田藤七「花器」１９６０年
新宿歴史博物館蔵
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 く
ら
し
に
役
立
つ

料

理

教

室

【
国
産
大
豆
で
手
作
り
味
噌
～
技

の
伝
承
】

　
町
田
市
名
産
品
に
選
定
さ
れ
た

井
上
糀
店
店
主
・
浜
田
千
重
氏
に

教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
２
月
１
日
（
火
）、
９
日
（
水
）、

午
前
　
時
～
午
後
０
時
　
分

１０

３０

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

定
各
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０

費
８
０
０
円
（
材
料
費
）

申
受
講
し
た
い
日
を
選
ん
で
１
月

　
日
正
午
～
　
日
に
電
話
で
町
田

１１

２５

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
辺辺
７
２
４

・
５
６
５
６
）
へ
。
託
児
（
２
歳

～
就
学
前
の
子
ど
も
、
人
数
に
限

り
有
り
）
希
望
者
は
併
せ
て
申
し

込
み
を
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
辺辺
７
２
５

・
８
８
０
５
返
７
２
２
・
４
２
６

３町
田
市
都
市
農
業
婦
人
団

味
噌
づ
く
り
講
習
会

対
市
内
在
住
で
、
自
家
用
車
を
使

わ
ず
に
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
る
方

※
初
め
て
の
方
に
限
り
ま
す
。

日
２
月
２
日
（
水
）
午
前
９
時
～

午
後
３
時

場
七
国
山
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ

ー
（
野
津
田
町
）

定
８
人
（
抽
選
、
結
果
は
１
月
　２４

日
に
発
送
）

費
１
０
０
０
円
（
材
料
費
等
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に

催
し
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
年
齢
を
明
記
し
、
１
月
　
日
２０

ま
で
（
消
印
有
効
）
に
農
業
委
員

会
事
務
局
（
〒
　
―
０
０
２
２
、

１９４

森
野
１
―
　
―
　
、
辺辺
７
２
４
・

３３

１０

２
１
６
９
）
へ
。

※
申
し
込
み
は
参
加
者
本
人
に
限

り
ま
す
。

ひ
な
た
村
シ
ア
タ
ー

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
１
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
　

１６

１０

３０

分
か
ら
約
１
時
間

場
ひ
な
た
村

内
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
　
森
の

 掟
 」「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
と
ら
の

お
き
て

こ
ち
ゃ
ん
」「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と

う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん
」

問
ひ
な
た
村
辺辺
７
２
２
・
５
７
３

６
返
７
２
１
・
９
０
８
６

参
加
者
募
集

元
気
力
測
定
会

　
握
力
や
歩
行
速
度
な
ど
の
体
力

測
定
と
、
転
倒
予
防
の
ア
ド
バ
イ

ス
・
体
操
を
行
い
ま
す
。

対
　
歳
以
上
で
、
介
護
認
定
（
要

６５
介
護
・
要
支
援
）
を
受
け
て
い
な

い
方

※
医
師
か
ら
運
動
を
制
限
さ
れ
て

い
る
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

日
２
月
９
日
（
水
）
午
後
１
時
　３０

分
～
３
時
　
分
３０

場
な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

定
　
人
（
抽
選
、
結
果
は
郵
送
）

２０
申
１
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
町
田

２０

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
辺辺
７
２
４

・
５
６
５
６
）
へ
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
６
返
７
２
４
・
１
１
９
０

お
い
し
く
外
楽
し
く
外
健
康
に
外

男
性
料
理
教
室

対
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
男
性

６５

で
調
理
経
験
が
少
な
い
、
全
回
参

加
で
き
る
方

　
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
活
動
団

体
が
「
ま
ち
だ
を
新
発
見
外
再
体

験
外
」
を
テ
ー
マ
に
集
結
し
ま

す
。
詳
細
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
市

民
協
働
推
進
課
、
各
市
民
セ
ン
タ

ー
等
で
配
布
中
）、
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

日
１
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

３０

１０

午
後
５
時

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
・
４

階ま
ち
カ
フ
ェ
実
行
委
員
会
企
画

【
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
外
＠
町
田
】

　
お
茶
を
片
手
に
町
田
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

時
間
午
前
　
時
～
正
午

１０

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０
【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～
市
民
協
働
と
地

域
活
動
と
の
関
わ
り
あ
い
】

時
間
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

定
１
８
８
人
（
申
し
込
み
順
）

パ
ネ
リ
ス
ト
明
治
大
学
教
授
・
牛

山
久
仁
彦
氏
、
町
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
・
鈴
木
正
氏
、
鷲
北
副
市

長事
例
報
告
団
体
三
ツ
又
冒
険
遊
び

場
た
ぬ
き
山
、
南
町
田
自
治
会
自

主
防
災
隊
、
エ
コ
ネ
ッ
ト
・
真
光

寺
川
を
清
流
に
す
る
会

　
　
　
　
　
　
◇

申
電
話
で
市
民
協
働
推
進
課
へ
。

各
種
講
座

【
①
団
体
の
“
お
悩
み
”
解
決
講

座
～
運
営
・
資
金
編
】

時
間
午
後
１
時
～
２
時
　
分
５５

講（
特
）神
奈
川
子
ど
も
未
来
フ
ァ

ン
ド
事
務
局
長
・
米
田
佐
知
子
氏

【
②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
地
域
活
動
の
た
め

の
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ツ
イ
ッ
タ

ー
）
講
座
】

時
間
午
後
１
時
～
２
時
　
分
４５

講
Ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ａ（
株
）・
中
島
慶
氏

【
③
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
　
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

～
団
体
を
活
性
化
さ
せ
る
会
議
の

方
法
】

時
間
午
後
３
時
～
５
時

講
（
特
）
れ
ん
げ
舎
代
表
理
事
・

長
田
英
史
氏

　
　
　
　
　
　
◇

定
各
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０

申
電
話
で
市
民
協
働
推
進
課
へ
。

コ
ラ
ボ
ｄ
ｅ
コ
ラ
ボ

時
間
午
前
　
時
～
正
午

１０

内
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
、
手
話
ダ

ン
ス
、
踊
り
、
お
囃
子
等

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

内
竹
で
大
き
な
ド
ー
ム
作
り
、
枝

え
ん
ぴ
つ
作
り
、
万
華
鏡
・
紙
ひ

こ
う
き
工
作
、
お
も
ち
ゃ
病
院
等

体
験
コ
ー
ナ
ー

内
雑
貨
作
り
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ

ー学
習
室
等
で
の
イ
ベ
ン
ト

内
異
世
代
交
流
お
し
ゃ
べ
り
場
、

一
日
話
し
方
教
室
、
日
本
・
ネ
パ

ー
ル
児
童
画
展
、
エ
コ
活
動
と
小

笠
原
の
生
物
多
様
性
、 終
 の
す
み

つ
い

か
を
考
え
よ
う
、
和
楽
器
コ
ン
サ

ー
ト
、
西
ア
フ
リ
カ
の
マ
リ
を
楽

し
も
う
外
～
現
地
写
真
と
お
話

ロ
ビ
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト

内
物
販
コ
ー
ナ
ー
、
ブ
ー
ス
出
展

等

日
２
月
３
日
、　
日
、　
日
、
い

１０

２４

ず
れ
も
木
曜
日
午
前
　
時
～
午
後

１０

１
時
、
全
３
回

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

内
介
護
予
防
・
健
康
増
進
の
観
点

か
ら
、
料
理
の
い
ろ
は
を
楽
し
む

料
理
教
室

定
　
人
（
抽
選
、
参
加
未
経
験
で

２０
３
回
連
続
落
選
し
た
方
優
先
。
結

果
は
１
月
　
日
ご
ろ
発
送
）

２４

費
１
回
６
０
０
円

申
１
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
町
田

１６

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
辺辺
７
２
４

・
５
６
５
６
）
へ
。

問
当
日
の
詳
細
に
つ
い
て
＝
町
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
鶴
川

事
務
所
辺辺
７
３
５
・
０
１
５
４
、

料
理
教
室
全
般
に
関
し
て
＝
高
齢

者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
４
６

　
桜
田
常
久
は
東
京
帝
国
大
学
卒

業
後
、
ド
イ
ツ
語
の
教
師
を
し
な

が
ら
、
本
町
田
で
半
農
生
活
を
営

み
ま
し
た
。
戦
時
中
に
は
小
説

「
平
賀
源
内
」
で
芥
川
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
戦
後
は
農
地
解
放
に

尽
力
し
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
桜
田
常
久
の
生
涯
と

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期
１
月
　
日
（
土
）
～
３
月
　

２２

２７

日
（
日
）
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

休
館
日
毎
週
月
曜
日
（
３
月
　
日
２１

は
開
館
）、
２
月
　
日
、
３
月
　

１０

１０

日

○
関
連
イ
ベ
ン
ト

講
演
会

【
①
北
斎
入
門
～
桜
田
常
久
「
画

狂
人
北
斎
」
に
ち
な
ん
で
】

日
２
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
～

４
時

講
国
際
版
画
美
術
館
学
芸
員

【
②
町
田
に
生
き
た
桜
田
常
久
を

め
ぐ
る
人
々
】

日
３
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１３

４
時

講
専
修
大
学
教
授
・
新
井
勝
紘

氏
、
桜
田
常
久
の
友
人
・
武
藤
訷

夫
氏
　
　
　
　
　
　
◇

場
同
館

定
各
１
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
１
月
　
日
午
前
９
時
か
ら
直
接

１１

ま
た
は
電
話
で
同
館
へ
。

朗
読
会

　
い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
お
い
で

下
さ
い
。

【
①
桜
田
常
久
の
紹
介
と
芥
川
賞

受
賞
作
「
平
賀
源
内
」
の
朗
読
】

日
２
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１３

３
時
　
分
３０

【
②
町
田
で
暮
ら
し
た
日
々
～
桜

田
常
久
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
む
】

日
２
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

２０

３
時
　
　
　
　
　
　
◇

場
同
館
２
階
大
会
議
室

朗
読
ま
ち
だ
語
り
手
の
会
 

講
座

【
万
葉
の
歌
人
た
ち
～
桜
田
常
久

展
に
よ
せ
て
】

対
両
日
出
席
で
き
る
方

日
２
月
９
日
、　
日
、
各
日
と
も

２３

水
曜
日
午
前
　
時
～
正
午
、
全
２

１０

回

場
同
館

内
・
講
「
額
田
王
と
柿
本
人
麻

呂
」
＝
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
名

誉
教
授
・
森
朝
男
氏
、「
山
上
憶

良
」
＝
相
模
女
子
大
学
教
授
・
呉

哲
男
氏

定
　
人
（
抽
選
）

３０
申
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
１
月
　
日
ま
で
（
必
着
）
に

２８

同
館
（
〒
　
―
０
０
１
３
、
原
町

１９４

田
４
―
　
―
　
）
へ
。
保
育
（
１

１６

１７

歳
～
就
学
前
の
乳
幼
児
、
６
人
）

希
望
者
は
併
せ
て
申
し
込
み
を
。

※
保
育
希
望
者
は
、
２
月
２
日
午

前
に
行
わ
れ
る
保
育
説
明
会
に
出

席
し
て
下
さ
い
。

展
示
解
説
 

　
直
接
同
館
展
示
室
入
口
へ
お
い

で
下
さ
い
。

日
２
月
４
日
（
金
）、　
日
（
火
）、

１５

３
月
５
日
（
土
）、　
日
（
日
）、

２０

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
２
時
　
分
４０

問
町
田
市
民
文
学
館
辺辺
７
３
９
・

３
４
２
０
返
７
３
９
・
３
４
２
１

本町田の自宅にて

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

日２月２０日（日）午後２時～４時
場ホテル　ザ・エルシィ町田
定外国籍の方とその家族及び会員１４０人、一般４０人（いずれも抽選）
費外国籍の方とその家族及び会員１０００円、一般２０００円、小学生５００
円（いずれも一人当たり）
申住所・氏名・電話番号・国籍・年齢を明記し、２月５日まで
（必着）にハガキまたはFAXで町田国際交流センター（〒１９４－
００１３、原町田４－９－８、町田市民フォーラム４階、辺辺７２２・４２６０
返７２２・５３３０）へ。

興 まちだ国際交流パーティー 興

没後３０年　芥川賞作家

桜田常久展
―町田の戦中・戦後を生きて

Time & Date: February ２０ (Sun) ２:００ p.m.～４:００ p.m.
Place: Hotel the Ellcy Machida
Limited Enrolment: Foreigners and their family-１４０ persons. 
The general public-４０ persons. (Participants will be chosen 
by lot. We will send an invitation to them later.)
Fee: Foreigners and their family-￥１,０００. Elementary school 
children-￥５００. The general public-￥２,０００
Application: Be sure to apply to Machida International 
Center by February ５th by a postal card or facsimile. 
Please enter your name, age, nationality, address and 
telephone number.
Information: Machida International Center
Machida Citizens' Forum ４F, ４-９-８ Haramachida, 
Machida City １９４-００１３　辺辺７２２・４２６０返７２２・５３３０

興 Machida International Party 興

ままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちち
だだだだだだだだだだだだだ
地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
カカカカカカカカカカカカカ
フフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェ「「「「「「「「「「「「「
ままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちち
カカカカカカカカカカカカカ
フフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェ
」」」」」」」」」」」」」

市
民
協
働
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
市
民
協
働
推
進
課
辺辺
７
２
３
・
２
８
９
１
返
７
２
３
・
２
９
４
６

ま
ち
カ
フ
ェ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
娩http://m

achi-cafe.org/

町田市民文学町田市民文学館館町田市民文学町田市民文学館館
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葦
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圧
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葦
葦
葦
葦
葦
葦

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

芦

圧

姐

虻

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

虻虻虻虻虻虻虻

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻
虻

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

 
国
際
版
画
美
術
館

【
銅
版
画
一
日
教
室
（
エ
ッ
チ
ン

グ
）】
　
細
密
な
図
柄
も
手
軽
に
版
画
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
技
法
で
す
。

日
２
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～

１８

１１

午
後
４
時

内
単
色
作
品
（
　
㎝
×
　
㎝
）
の

１２

１５

制
作

講
版
画
家
・
馬
場
知
子
氏

定
　
人
（
抽
選
、
結
果
は
郵
送
）

１４
【
リ
ト
グ
ラ
フ
一
日
教
室
】

　
ペ
ン
や
ク
レ
ヨ
ン
で
描
い
た
よ

う
に
刷
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
２
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
～

１９

１１

午
後
４
時

内
単
色
作
品
（
　
㎝
×
　
㎝
）
の

２０

３０

制
作

講
版
画
家
・
聖
原
司
都
子
氏

定
６
人
（
抽
選
、
結
果
は
郵
送
）

◇

対
高
校
生
以
上
の
初
心
者
 

費
各
２
０
０
０
円

場
同
館
工
房

申
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
電
話
番
号
・
年
齢
（
任
意
）

を
明
示
し
、
１
月
　
日
ま
で
に
電

２１

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
４
・
５

６
５
６
遍5656@machida.call-c

                   e  

nter.j

      p  ）
へ
。

問
同
館
辺辺
７
２
６
・
２
８
８
９

２
歳
児
あ
つ
ま
れ
外

“
冬
”
を
あ
そ
ぼ
外

　〝
冬
〟（
ら
し
さ
）
を
テ
ー
マ
に

紙
芝
居
や
わ
ら
べ
う
た
な
ど
、
耳

か
ら
聞
く
こ
と
ば
の
リ
ズ
ム
を
楽

し
み
な
が
ら
遊
び
ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

対
２
歳
児
と
そ
の
親
・
祖
父
母

 ●
町
田
税
務
署
の
お
知
ら
せ

問
辺辺
７
２
８
・
７
２
１
１

【
確
定
申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
利
用
を
】

　「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
で
は
　
時
間
確
定
申
告
書
が

２４

作
成
で
き
、
そ
の
ま
ま
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
郵
送
等
で
提
出
で
き

ま
す
。
入
力
し
た
申
告
書
デ
ー
タ

（
贈
与
税
は
除
く
）
に
電
子
証
明

書
を
付
け
て
そ
の
ま
ま
送
信
で
き

る
ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
も
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
下
さ
い
。

【
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
様
式

が
変
わ
り
ま
す
】

　
平
成
　
年
分
の
確
定
申
告
か

２２

ら
、
申
告
用
紙
が
２
枚
複
写
に
改

訂
さ
れ
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添

付
書
類
を
張
る
位
置
が
、
第
二
表

の
裏
か
ら
「
添
付
書
類
台
紙
」
へ

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す

●
町
田
リ
ス
園
～
お
仕
事
体
験
し

ま
せ
ん
か
？

対
中
軽
度
の
知
的
障
が
い
者
の
方

日
１
月
　
日
午
前
　
時
～
午
後
３

１４

１０

時
問
辺辺
７
３
４
・
１
０
０
１

●
町
田
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

問
辺辺
７
２
２
・
５
９
５
７

【
①
「
助
成
金
」
セ
ミ
ナ
ー
】

　
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成

金
、
中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成

金
、
新
製
品
・
新
技
術
開
発
助
成

金
等
を
紹
介
対
市
内
事
業
所
の
経

営
者
、
従
業
員
日
２
月
２
日
午
後

３
時
～
５
時

【
②
簿
記
検
定
試
験
】

試
験
日
２
月
　
日
受
付
期
間
１
月

２７

　
日
～
　
日
受
験
料
２
級
４
５
０

１３

２８

０
円
、
３
級
２
５
０
０
円

【
③
販
売
士
１
・
３
級
検
定
試
験
】

試
験
日
２
月
　
日
受
付
期
間
１
月

１６

　
日
～
　
日
受
験
料
１
級
７
５
０

１２

１８

０
円
、
３
級
４
０
０
０
円

◇

場
①
同
会
議
所
②
③
町
田
駅
周
辺

の
専
門
学
校
等
申
①
電
話
で
同
会

議
所
へ
②
申
込
書
（
指
定
書
店
に

有
り
）
に
直
筆
で
記
入
し
、
受
験

料
を
添
え
て
直
接
同
会
議
所
へ
③

直
接
同
会
議
所
へ

●
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
・
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

対
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
日
基
礎
Ⅰ

（
基
本
操
作
）
＝
２
月
８
日
、
９

日
、
基
礎
Ⅱ
（
基
礎
Ⅰ
修
了
者
向

け
）
＝
２
月
　
日
、　
日
、
い
ず

１０

１１

れ
も
午
前
９
時
～
正
午
場
わ
く
わ

く
プ
ラ
ザ
町
田
費
各
２
４
０
０
円

申
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
１
月
　
日
ま
で
（
必
着
）
に

２５

同
セ
ン
タ
ー（
〒
　
―
０
０
２

１９４

２
、
森
野
１
―
１
―
　
、
わ
く
わ

１５

く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、
辺辺
７
２
３
・

２
１
４
７
）
へ

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
・
え
く
ぼ
の
会
～
ニ
ュ

ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
直
接
会
場
へ
日
１
月
　
日
午
後

２３

１
時
～
２
時
　
分
場
本
町
田
高
齢

３０

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
湧
和

１
階
内
木
管
四
重
奏
費
３
０
０
円

問
辺辺
７
２
９
・
０
４
２
２

●
第
４
回
町
田
学
童
保
育
指
導
員

学
校

日
１
月
　
日
午
前
　
時
～
午
後
４

３０

１０

時
場
町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
申
電

話
で
大
戸
の
び
っ
子
学
童
保
育
ク

ラ
ブ（
辺辺
７
８
３
・
３
５
３
３
）へ

●
障
が
い
者
福
祉
施
設
「
ク
ラ
フ

ト
工
房
Ｌ
ａ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｏ
」
職
員

募
集
（
①
常
勤
②
非
常
勤
）

　
詳
細
は
辺辺
返
７
３
６
・
１
４
５

５
へ

日
１
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
　

２７

１０

３０

分
～
　
時
　
分

１１

３０

場
町
田
市
民
文
学
館
２
階
大
会
議

室問
同
館
辺辺
７
３
９
・
３
４
２
０
返

７
３
９
・
３
４
２
１

文
学
館
で
楽
し
む
・
お
と
な
の
た

め
のお

は
な
し
会

　〝
耳
か
ら
聴
く
文
学
〟
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
保
育
希
望
者
以
外
は
直
接
会
場

へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
１
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
　

２０

１０

３０

分
～
　
時
　
分

１１

３０

場
町
田
市
民
文
学
館
大
会
議
室

内
町
田
ゆ
か
り
の
文
学
者
「
後
藤

竜
二
」、「
七
羽
の
カ
ラ
ス
」（
グ

リ
ム
童
話
）、「
 葛
 の
葉
物
語
」（
日

く
ず

本
の
昔
話
）、「
白
い
シ
カ
」

語
り
手
ま
ち
だ
語
り
手
の
会

※
保
育
（
１
歳
以
上
の
乳
幼
児
、

申
し
込
み
順
に
６
人
）
希
望
者

は
、
１
月
　
日
午
前
９
時
か
ら
電

１１

話
で
同
館
（
辺辺
７
３
９
・
３
４
２

０
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
問
い
合
わ

せ
は
返
７
３
９
・
３
４
２
１
へ
。

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

【
講
演
会
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
子
ど

も
た
ち
を
語
る
～
映
画
「
ぼ
く
た

ち
は
見
た
～
ガ
ザ
・
サ
ム
ニ
家
の

子
ど
も
た
ち
」
の
撮
影
を
通
し

て
】
　
１
９
８
８
年
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル

占
領
地
を
訪
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人

に
よ
る
抵
抗
運
動
を
取
材
し
て
き

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
古
居
み
ず

え
氏
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。

日
１
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
～

２２

３
時

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０
【
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
外
国
人
の

た
め
の
託
児
（
１
歳
６
か
月
以
上

の
子
ど
も
）
付
き
日
本
語
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
託
児
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
次
の
日
程
で
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

日
１
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
か

２５

１１

ら

◇

場
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

申
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２

２
・
４
２
６
０
）
へ
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
学
習
会

電
磁
波
問
題
を
知
る
外

　
実
測
デ
ー
タ
と
海
外
の
主
な
健

康
影
響
研
究
の
結
果
に
基
づ
い
て

お
話
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

日
１
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～

２８

１０

正
午

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
（
特
）
市
民
科
学
研
究
室
代
表

・
上
田
昌
文
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０
申
１
月
　
日
正
午
～
　
日
に
、
電

１１

２５

話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
辺辺
７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。
保

育
（
２
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
、

人
数
に
限
り
有
り
）
希
望
者
は
併

せ
て
申
し
込
み
を
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
辺辺
７
２
５

・
８
８
０
５
返
７
２
２
・
４
２
６

３リ
サ
イ
ク
ル
工
場

見
学
ツ
ア
ー

対
市
内
在
住
で
　
歳
以
上
の
方

１８

（
高
校
生
を
除
く
）

日
２
月
８
日
（
火
）
午
前
８
時
　１５

分
（
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
集
合
）
～
午
後
５

時
　
分
（
町
田
駅
付
近
解
散
）

３０
場
Ｊ
Ｆ
Ｅ
環
境
（
株
）（
横
浜
市
）、

（
株
）
ハ
イ
パ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
ズ
（
市
川
市
）

定
　
人
（
抽
選
）

３８
費
２
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

申
ハ
ガ
キ
（
２
人
ま
で
申
し
込
み

可
）
に
催
し
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
を
明
記
し
、
１

月
　
日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市

２１
リ
サ
イ
ク
ル
公
社
（
〒
　
們
０
２

１９４

０
２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、

辺辺
７
９
７
・
９
６
１
７
）
へ
。

問
ご
み
減
量
課
辺辺
７
９
７
・
０
５

３
０

スポーツ施設からのお知らせ
申し込み対　象日時／内容／費用／定員種目・教室名施設名

往復ハガキ（１人１枚）に、教室
名・住所・氏名（ふりがな）・電
話番号・勤務先または学校名（在
勤・在学の方）・年齢、返信用に
もあて先を明記し、１月１８日まで
（消印有効）に総合体育館へ

市内在住、在
勤、在学の４０
歳以上の方

２月１６日～３月１６日の毎週水曜日
午後１時１５分～２時３０分、全５回
／日常動作を快適に行うためのス
トレッチと軽い筋力トレーニング
／１，７００円／５０人（抽選）

リラックス＆リフレ
ッシュ体操教室

総合体育館
（〒１９４−００４５、
南成瀬５−１２、
辺辺７２４・３４４０）

直接同館第一武道場へ
※持ち物＝室内シューズ、タオル、
蓋のついている飲み物、運動でき
る服装

市内在住、在
勤、在学の１８
歳以上の方

１月２４日、３１日、２月１４日、２８日、
３月１４日、２８日、いずれも午後７
時～８時／ボクシングや格闘技の
動きをとり入れた有酸素運動／一
般４００円、６５歳以上・障がい者の
方２００円

ボクササイズ
公開指導

実施要項参照のうえ１月２４日午後
５時までに総合体育館へ

市内在住の既
婚の家庭婦人
で構成された
チーム

２月１２日午前９時受付（２月４日
に代表者会議有り）／９人制グル
ープ戦／１チーム７，０００円

町田市家庭婦人バレ
ーボール親睦大会

往復ハガキ（１人１枚）に教室名
・住所・氏名（ふりがな）・電話
番号・年齢・前回参加の受講月と
クラスの色、初めての方は、分か
る範囲でお子さんの泳力と「初参
加」と記入、返信用にもあて先を
明記し、１月１７日まで（消印有効）
に室内プールへ

小学１～６年
生の初心者

２月３日～２４日の毎週木曜日、Ａ
＝午後４時１０分～５時、Ｂ＝午後
５時１０分～６時、いずれも全４回
／もぐれないから浮き身、キック、
クロール、背泳ぎ２５メートル完泳
を目指す／各３，２００円／各４０人（抽
選）

小学生スクール
Ａ・Ｂ

室内プール
（〒１９４−０２０３、
図師町１９９−１、
辺辺７９２・７７６１）

体育協会からのお知らせ 問体育協会事務局（〒１９４−００４５　南成瀬５−１２　総合体育館内辺辺７２４・３４４３）
申し込み対　象日時／会場／内容／費用種目・教室名

直接会場へ
市内在住、在勤、
在学の小学生以
上の方及び会員

１月１５日午前８時５０分に小田急・相鉄線大和駅前集合／同駅前～いち
ょう団地第二集会所（昼食）～相鉄線いずみ中央駅前（１２㎞ゴール）～
小田急・相鉄・横浜市営地下鉄湘南台駅前（午後４時ごろ）、行程１６
㎞／５００円　※持ち物＝弁当、水筒、雨具等

市民ウォーキング
「新春七サバ詣で」

※実施要項、申込用紙は総合体育館とサン町田旭体育館にあります。また、町田市体育協会のホームページ（http://www
.machida-taikyo.com）からダウンロードもできます／会員の費用は変わる場合があります／詳細はホームページまたは町田
市体育協会へお問い合わせ下さい。

　温
水
プ
ー
ル
の

お

知

ら

せ

【
室
内
プ
ー
ル
利
用
休
止
】

休
止
日
２
月
６
日
（
日
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
利
用

で
き
ま
す
。

問
室
内
プ
ー
ル
辺辺
７
９
２
・

７
７
６
１

【
町
田
第
一
中
学
校
温
水
プ

ー
ル
開
放
時
間
変
更
】

変
更
日
２
月
５
日
（
土
）

利
用
で
き
る
時
間
午
後
５
時

　
分
～
９
時

３０問
開
放
時
間
内
＝
町
田
一
中

学
校
開
放
プ
ー
ル
管
理
事
務

所
辺辺
７
２
７
・
７
０
０
９
、

開
放
時
間
外
＝
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
辺辺
７
２
４
・
４
０
３
６
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市 民 カ レ ン ダ ーカ レ ン ダ ー

○１月７日～20日「中学生職場体験」、１月21日～２月３日「City SCOOP」
○市内ケーブルテレビ、You Tube、Yahoo!、町田市ホームページでご覧いただけます

町田市広報TV

放送予定 まちテレ 検索

広　

告　

欄

お
問
い
合
わ
せ
は

広
報
広
聴
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
０
１

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６−２　辺辺７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：小山白山公園、境川住宅管理事務所前、

上宿公園
　１時５０分：総合体育館駐車場入口
　２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
　３時　　：つくし野セントラルパーク
　３時１０分：能ヶ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時～
４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話で
予約＝辺辺０４２・６４２・１６７７）

○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４時
　市民相談室　電話予約制＝辺辺７２４・２１０２

1／

１１
火

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２−１５−４１　辺辺７２２・２２３０）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：成瀬熊ケ谷戸公園、鶴川さくら病院
　１０時３０分：町田荘
　２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、小

山市民センター横
　３時　　：鶴川駅前五反田公園、三輪沢谷戸かえで

公園
　３時２０分：小山ヶ丘小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝辺辺７２４・
２１０２）１２

水

☆市民ホールギャラリー（～１６日　伸墨会　
水墨画展　◯問 伸墨会辺辺７２５・０３８５）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　ふれあい町田ホスピタル
 （小山ヶ丘１−３−８　辺辺７９８・１１２１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１時５０分：都営中里橋アパート内公園
　２時　　：小野路公会堂、小山観音谷戸
　３時　　：薬師ケ丘住宅、かしのみ公園
　３時３０分：相原中央公園
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完全予
約制のため必ず事前に電話で連絡を＝辺辺７２５・２２２５）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話予
約制＝辺辺７２４・２１０２）

○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　来所相談・乳房マッサ
ージ要予約　電話相談も受け付け＝辺辺７２５・５４１９）

１３
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１−１１−１１　辺辺７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：藤の台球場
　１０時３０分：セルシオヒルズすずかけ台、マイライフ

尾根道
　２時　　：馬場児童公園前、南町田ハイタウン前、

鶴間風の子公園
　３時　　：鶴間ガーデンセシア
　３時１０分：小山小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝辺辺７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～正午、１時～３時　電話相談のみ
受け付け＝辺辺７２９・５０７０　◯問 町田市社会福祉協議会辺辺７２２・
４８９８）１４

金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社
住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２−１５−４１　辺辺７２２・２２３０）１５

土

☆国際版画美術館市民展示室（～２３日　第３２
回紅土会陶芸展　◯問 須藤辺辺７９１・９２０２）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　渇内科系　南町田病院
 （鶴間１００８−１　辺辺７９９・６１６１）
　渇外科系　おか脳神経外科
 （根岸町２７−１　辺辺７９８・７３３７）
　　　　　　町田市民病院
 （旭町２−１５−４１　辺辺７２２・２２３０）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会
館内（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、
事前に電話で連絡を＝辺辺７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　渇いのうえ内科クリニック◯内 ◯小 
 （鶴間１−１８−１３　辺辺７０６・２６３０）
　渇もとはしクリニック◯内 
 （中町２−１４−１０　辺辺７２７・９９３０）
　渇南大谷クリニック◯内 
 （南大谷８２　辺辺７２４・９９３２）
　渇村野小児科・アレルギー科◯小 ◯内 
 （野津田町１０８３　辺辺７３５・５７７７）
　渇たかはしクリニック◯内 ◯小 
 （常盤町３２００−１　辺辺７９８・７７５５）

１６
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“中町・本町田線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　辺辺７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　３時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）１７
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６−２　辺辺７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児童公

園、上小山田町はなみずき公園
　１時５０分：成瀬台公園
　２時　　：柄沢公園
　３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢部

八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（毎月
第３火曜日１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制、
次回分まで受付＝辺辺７２４・２１０２）１８

火

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４−２１−４３　辺辺７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時３０分：三輪中央公園、福音会
　１時５０分：山王塚公園
　２時　　：能ヶ谷にじの丘公園
　２時１０分：武蔵岡住宅
　３時　　：金井森の丘公園
　３時１０分：鶴川台丘の里公園
　３時２０分：大戸小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１２日を参照して下さい）

１９
水

☆市民ホールギャラリー（～２３日　写真展示
会“カメラ好きのつどい展”　◯問 成瀬台エン
ジョイクラブカメラ同好会辺辺７２５・５２１１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“玉川学園・本町田線”“バスセンター・境
川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４−２１−４３　辺辺７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
　３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公園
　３時２０分：小山中央小学校前
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（１３日を参照して下さい）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝辺辺７２４・２１０２）

○母性保健・母乳育児相談（１３日を参照して下さい）
○健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分、１時１５分～３時
　健康福祉会館　◯問 健康課辺辺７２５・５１７８）

２０
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“高ケ坂・成瀬線”

月･火･木･金･土曜日:午前9時30分～午後4時
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）

電話による女性悩みごと相談
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（町田市民フォーラム内）

法律相談有り＝要予約辺７２１・４８４２

救急当番医などのお問い合わせ

医師会テレホンサービス辺739・0660

http://www.machida.tokyo.med.or.jp
医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ

毎日実施しています

辺710・0927

診療時間＝午後7時～10時（受付は午後9時30分まで）

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい
午後６時から電話をお受けしています

□健康課辺725・5471問

町田市医師会準夜急患こどもクリニック

二次救急医療（入院を必要とする救急医
療）に毎日24時間対応します。※受診す
る場合は必ず電話でご連絡下さい。
【内科系・外科系】
　　・町田市民病院　　　　緯722・2230
　　・多摩丘陵病院　　　　緯797・1511
　　・町田慶泉病院　　　　緯795・1668
　　・南町田病院　　　　　緯799・6161
【内科系のみ】
　　・町田病院　　　　　　緯789・0502
【外科系のみ】
　　・おか脳神経外科　　　緯798・7337
※電話番号をお間違えのないようご注意下さい。
　おかけになる前にもう一度ご確認を！

法律相談は電話予約制です

市民相談室辺724・2102

金曜日の午前8時30分から
次週分（先着40人）の予約を受け付けます。

辺 ・ ・

マナーを守って
ペットを飼いましょう

ごみのポイ捨ては

やめましょう

飲酒運転は絶対にやめましょう！飲酒運転は絶対にやめましょう！

救急病院・救急当番医は
受診の前に必ずお電話を

電話・来所による児童相談

子ども家庭支援センター

月～金曜日、８時３０分～５時

辺７１０・１５２５

教育相談（月～金）教育センター
電話相談

9:00~12:00  1:00~4:30

来所・出張
相談の予約

辺792･6548

辺792･6546

よく手洗い、うがいをして
インフルエンザの予防を　！

成人歯科健康診査を受けましょう
町田市歯科医師会　辺726・8018

町田市健康課　辺725・5178


